
〜 〜「見て見て！トゲトゲだけど優しいんだよ！」 小さな命と触れ合う子どもたち

校長 加治木 徹

「あ、いた！こっちのペチュニアのところにもいるよ！ 「本当だ！黒とオレンジのト」
ゲトゲ、かっこいいね 「触っても全然痛くないんだよ。手のひらを歩かせてみよう！」。」

校庭のプランターの周りから、元気いっぱいの弾んだ声が聞こえてきます。子どもたち
が夢中になって見つめているのは、ツマグロヒョウモンの幼虫です。一見すると派手な色
とトゲのような突起に驚いてしまいますが、毒はなく、触っても安全なことを子どもたち
はよく知っています 「トゲトゲだけど優しいんだよ」と、愛おしそうにそっと手のひら。
に乗せて観察する姿に、生き物への深い優しさと探究心が感じられます。

子どもたちの「生き物大好き！」の輪は、校庭のあちこちで広がっています。
「 、 」「 」先生 池の中に大きなカエルが隠れてる！ メダカが泳いでるよ！すくってみよう！
と、校庭の池の周りにも大集合。虫かごを片手に、キラキラ光る水面をじっと見つめる真
剣な眼差しは、まるで小さな科学者のようです。

捕まえた生き物をただ観察するだけでなく 「どうやったらお家（飼育箱）を居心地よ、
くできるかな 「何を食べるんだろう」と、毎日大切にお世話をする姿も見られます。五」
感を使って自然の命と直に触れ合い、驚きや発見を友達と言葉を交わしながら共有する経
験は、子どもたちの豊かな感性と、命を尊ぶ心を大きく育てています。

小さな虫一匹、一匹に注がれる優しい眼差しは、他者を思いやる温かい心
へと繋がっています。自然との対話を通じて、驚きを喜びに、発見を学びに

、 、 。変えていく子どもたちの姿を これからも大切に見守り 育んでまいります

汗ばむ季節、熱中症対策を万全に
日差しが強まり、日中は暑い日が増えてきました。体が暑さに慣れていないこの時
期は、熱中症のリスクが高まります。学校では、こまめな水分補給や帽子の着用、日
陰での休憩を指導しています。本格的な夏を前に、ご家庭でも以下の点にご協力をお
願いいたします。

多めの水分を：水筒が空になる児童が増えています。大きめの水筒を用意するか、空
になった際の対応をお子様と確認してください。

タオルの準備：体温調節や皮膚トラブル予防のため、汗拭きタオルやハンカチを毎日
持たせてください。

規則正しい生活：睡眠不足や朝食抜きは熱中症の原因になります 「早寝・早起き・。
朝ごはん」で万全な体調管理をお願いします。

衣服の調節も含め、学校と家庭で連携して子どもたちの安全を守っていきたいと思
います。
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